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豊かな家庭生活がある程度満足されると,介理的,経済的

な生活様士〔への要望が強くなり始める｡わが何の高度成長経

縮も,資源,環境問題で大きな曲がり角にさしかかり,今ま

での考え方を変えねばならか､問題がいくつか｢寸1てきている｡

48年度の生活と家庭電気品の章として,ここに紹介される

いくつかの製品を注意してみれば,この変動に対応する日立

製作所の姿勢が現われているものの多いことに,気がつかれ

ることと思う｡

一例をあげれば,省資源,省エネルギー形の製品とLては,

天井つり形の温風暖房機や,新シリーズの洗濯機などがこれ

にあてはまる｡これらの製品は,従来の製品単体の効率の向

上より,さらに幅を広げて考え作られたもので,われわれの

日常の生f副二宮若したものと言ってもよいものである｡また

低騒音化については,ほとんどの製品についてこの配膳が加

えられており,熱器具の廃オース対策は緻(ち)宮な検討が行な

われている｡住宅設備機器については,強制給排妄もの才采蛸に

より暖東のため室内空;もの汚(よご)れを防止するばかりでな

く,安全性を重んじ,また工事費の削減のためには,据付方

式の簡素化などの考慮が積極的に払われている｡

臥品全般を通じてみると,いわゆる空言剛一対係の像器の需要

空冷ヒートポンプ式チラーユニット

空冷ヒーートポンプ式チラーユニットは,水資糠不足に対処

する空;(熱源の利用,暖姐時の公害防_上のほかに,冷媒の持

つ物]哩的特性を応用したエネルギーの有効利札 余剰深夜う=注

力を利用した蓄熱蓄冷運転を行ないうるなどの持氏を兼ね備

えることから,近年クローズアップされてきている｡これら

市場の要望に応ずべく,今回8機柚(15～90kW)をシり-ス

化した(図l)｡その特士主は二大のとおりである｡

(1)屋外指付形であるたれ 騒古防止__卜から低騒音化を図っ

ている｡特に夜間など負荷または外1も≠且性が下がった場合には風

益をi成少させることにより,逆転古を低くしている｡

(2)逆サイクルデフ･ロスト方式で,除砧タイマーと崗ミ箱サー

モスタットを併悶して完全自動除霜方式により,外1は1度の

変動に対する除霜トラブルをなく している｡

図I 空冷ヒ

ートボン7P式
チラーユニッ

ト(RHU4002A)
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Electric Household App‖ances

が多く,これに伴い一事_掛IJ,′家庭川へと帖はい製.1ムが多椎多

様に供給されている｡またこれらの製品はいずれも低騒音化

され,性能の向上はもちろんのこと,外観デザインの改善,

コンパクトでしかも安全性を重視した構造など,安定化した

†言綿度の高し-製品ばかりであると言っても過言ではない｡

冷蔵庫や洗濯機については,その伝統を十分に生かしてい

るが,特に新形冷蔵庫は36機種の豊富な機種をそろえて帖泣こ

い要望にこたえ,洗濯機は従来機種に比較し,洗剤,水,う註

気など約30%減らした節約サイクルを9機種の全部に採用L

ている｡

また浅井戸用ポンプも需要の増大にこたえ,大形の標準シ

リーズの開発を終わり,電一戸レンジ,パネルヒータなどもシ

リーズ化され,よりいっそう簡便な製品になった｡

テレビジョンの分野では,セパレート カラー テレビジョ

ンは,その個性的なデザインと,新しい機能件のために多火

の注目を浴び,ヨーロッパマルチ■方式の受イii機は非′㍍=二人き

な関心をもたれてヨーロッパ各国に受け入れられた｡

音響機器はオールチャンネルLoIDステレオが登場し,すぐ

れたスピーカーシステムとの組み介わせで,その評価は満〈

静かなブームを巻き起こLつつある｡

空冷セパレート形空気調和機

空気調和機の普及の増大ととい二,空乞ミ調和機の低.一針一1二化

やエー事の省力化に対する要求が強くなりつつある｡

これらの要求を考慮して,日立製作所が今回開発した空冷

セパレート形空気調和機(図2)は次の特長を持っている｡

(1)大帖な騒音低減を図った(既存製品に比較して室内ユニッ

トで約5dB,室外ユニットで約10dBの低減)｡

(2)室内ユニットは白を基調とした高級な感じを備えたデザ

インとした｡

(3)工事の省力化 サービス性の向上を図った(｢配管配線セ

ット+｢分岐管セット+｢フレア接続セット+などのシステム部品

を準備Lた)｡

(4)応用範囲を広げた(1台の室外ユニットに複数台の1_三内ユ

ニットを接続し,任意運転することもできる)｡

(5)保‾1電装置の充実により信頼性を高めた｡

図2 セパレート形

空気調和機室内ユニ

ット(RAS-‖0∪)
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床置形ファンコイルユニット

ファンコイルユニットは個別空調が可能で,しかも低騒音

の特長を有し,年々需要の増加が著しい｡-一一方,用途も多様

化し機種数も大帖に和している｡その中で主要機種である床

讃形ファンコイルユニットについて外観デザインおよぴサー

ビス性の向上を図ったモデルチェンジを行なった(図3)｡新

製品における特士ミは次のとおりである｡

(1)外観は白を払洞とし,吹出しグリル,吸込グリルに縦の

ラインを強i消した斬(ぎん)析なデザインを採用し,和賀,洋

三ミどちらにもが拝口する格i渦高いデザインとした｡

(2)サービス件のl叶卜を閉るため構造の改良を行なった｡

(3)凪二と【主セリ枚は標準の3段階切換に加え､顧客の好みによっ

て風:;l土High～Low】王りを臼巾に逃択できる無段l;皆制御フアンコ

イルユニットも新たに】凋発し機仰の允尖を【回った｡

嘲済感知邦紳酵消癖辞酵済済

図3 床置形ファンコイルユニット(RF-300F)

低騒音空冷式空気調和ヰ幾

昨今,1ミ外に設讃する空1も朋何機の騒-‾汀帆拭が強く安子ださ

れている｡[卜在勤作l叶は,二のような怖勢から,才､い二,1言外

にL没1左する?ヒf令パッケージ斤ラフた朋機川りモートコンデンサと､

`ノニウf令上(チラーユニットのH力10.8kW以下11惚仰のモデルチェ

ンジを行なった(図4,5)｡

おもな改1ご主点と純一上主は次の

とおりである｡

(1)依願二■ヤプロベラフアンや

斯卜苅消芭の仕も騒占ニモータの採用,

熱交換器の油風一紙抗の低下,

チラーユニットでは,さらに

機1城1主に新形h三縦様の採川や

キャビネ､ソトを才虫子さ阜の∴‾さ下イ満

追にするなどを行ない,リモ

ートコンデンサ,チラーユニ

ットとも,従水形に比較して

9～13dB騒二斤低減を行なった｡

(2)空冷式テラⅦユニットで

は水冷却器のコンパクト設｢汁,

圧縮機,ノーーは;ミ品純などの合理

rtて畑己置により傑1‡:サービス性

を改良した｡

(3)安全保碓装置をよりいっ

そう兢三実させた｡
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∴鶉㌔-__-･･一

国4 RCリー303A空冷式チ

ラーユニット

壁1卦形空気i青浄司幾.エアトピア クリーン

臼_､二仁告望附叶では,業務用空乞毛清浄機として現在床置形のも

のが2機純ある｡しかし,この床置形機椎は15～30Ⅱ12(5～

10坪)柑空の小三i,すなわち,′トさな喫茶店,バー,会

.品1ミ､マージャン小テなどでは,味山瀬ををとるため適さず,ルー

ムエアコンのようなl溝#トタイプの要求が編まってきた｡この

安ヤ享にこたえるために,特殊な誘ノi-巨体沖(ろ)材を開発し,小

形,峠‡Ii二を_盲三‖【′1くJとLた喋掛形空～もi斤浄機を完成し,エアト

ピア匡互≡∃と愛称を付けて販売している(図6)0本機のお
もな才与土主は二人のとおりである｡)

(1)才､】f殊.斜に体ifj村仲何により,たばこの煉を95%以_1∴の高

率で捕り三できる｡

(2).携ノiに体いi村は,似い才/ぎてできるポリプロピレンを仲川し

ているので,-リ主軸(じん)器を洗挿･するめんどうがない｡

(3)小形､帖一三lと(15kg)で輯#卜形のため,休‾｢獅頁をとらない｡

図6 エアトピアL乙旦二と+UDP-6形

暖房用ヰ幾器

1.天井つり形温風暖房機

墟f毒三の大外部につり‾卜げて仲川するこの悦子ノj機は､据付條

巾一帖を必焚とせず.砧.L胤を胤別｢りに′卜方に吹きl樺ろすため,

.〔い､岐りi効りさが子ヒトゝ〕れる｡その†上州,伽守∴【､り命が峠道形に比

べてト人川fほ･州があったか,二のたび鴫†ノ三倍覧に保守∴1く検が谷錫,

かつ`左1三に什なえるよう,保勺:点検作業子iを設けた｡

2.Hi-Lo=.段燃焼式温風暖房機

仙川はHigh燃焼で帳りiを始め,1ミ内船空が_卜外するとLow

燃他にりJり柁わるfJ‖L凪11かカ機をIi粥己した(図7)｡Low燃焼能

ルまHigh燃粗けグ)55%になる｡Hi-Lo燃焼で恨7カするのでも

l勺f.1!.しJ生グ)ノセ+敗な壇化がない｡1ミ【勺外のiムリ空言仁が′トさいときや

･別の室｢勺のみ恨jカするとき,

図5 RCR-311リモートコ 図7 H卜Lo二j設燃焼式温

ンテンサ 風暖房ヰ幾

すなわち,畔fl荷帖はLow燃

焼を行なうので燃料費が節約

できる｡

3.白灯油焚(だ)き温風暖房

穫のシリーズ化

白灯油を燃料とした暖房能

力35,000～500,000kcal/hの

山風｢唆房機7機柁のシリーズ

化を完成した｡A重油に比べ

てイオウ分のより少ない白灯

油を他用する大形機を開発し

たので人き汚染l;ガ+l二上有利と

なった｡
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エアカーテン式日立冷蔵オープンショーケース

生鮮魚品販売容器として冷蔵オ【プンショーケースに対す

る需要は年々高まっている｡日立製作所はこの要望にこたえ

昭和44年にRC-6MPl,昭ノ印45年にRC-6MP2を発売したが

今回この2機種を統fナしたRC-6MP3を開発Lた(図81｡二

のRC-6MP3は膨鮎弁採用などにより性能のl｢】1上を図ったも

ので,おもな朽-モミは次のとおりである｡

(1)対向販売,片巾販売用エアカーテン式の本朽的なオープ

ン形でセルフ サⅥビスに適Lている｡

(2)精肉用として十分な性能を持っている｡

(3)庫内温性が調節でき,広範囲の用途が可能である｡

(4)冷凍機内乱 自動除講言装吊付きで取招いが簡単である｡

(5)連結および税収付けが可能である｡

図8 エアカーテン式日立冷蔵オープンショーケース

日立冷凍用密閉小形冷凍機

密閉′ト形冷i束機の需要は,コールドチェーン化のヲ邑展によ

l)州大してきている｡また用途は従来の冷蔵川からさらにi比

仕の低い冷i東川に向かっている｡[j立製作所ではすでに0.75

kWと1.1kWの冷i東用つ密閉小形i釦束機をキ処.訂一化Lているが,昭

和48年度には1.5kWの冷i東川密閉小形冷i束機形式200H2-FL

を開発し,i令i束用密閉小形冷i束機のシり【ズ化を[司った(図

9)｡

200H2-FLのおもな持上壬は1丁記のとおりである｡

(1)サービスバルブ,電乞も品箱が一向に集めてあるので,弼

付およびサービス作業が容易である｡

(2)過負荷保戒器が自動福村である｡

(3)圧縮機用電動機にはイ

る｡

(4)圧縮機には抽出計が取

り付けてあるので油妄ミニの確

認ができる｡

(5)イ氏圧倒サービスバルブ

の材質は其鈷(ちゅう)なの

で腐食によるガス漏れがな

い｡

ンターナル サーモが耽り付けてあ

ダブルサーペンタイン方式日立弓推自動販売機の完成

台濯(かん)入り各椎飲料の量的拡大ならびに銘柄の多様化に

伴い収容効率の良し､ダブルサーペンタイン〔二市蛇(だ)行棚

(たな)〕方式による碓自動販売機を顧客の販売政策に対1芯し

て,コカ コーラrr小ナに大小4機柿と-一一般躍飲料メーカー向け

に/ト1機仰の亡汁5機椎を開発した(図10)｡そのおもな桔1主は

二大のとおりである｡

(1)大谷:;‾iミニのダブルサ【ペンタイン方式のため機械の大きさ

に比べて収布教がノヾきく,セールスマンの効果的活用が図れ

る｡

(2)販売商品の輯矧ま二呪在4～5椎類であるが,将来商品の
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錦柄が岬した場でナにも

対処でき,また商品の

売れ行きに応じた組合

せ販売もできるように

販売種類が6～7椎類

ある｡

(3)送り出L方式は)航

(びん)自動販売機と同

一思想の全自動クイ
ッ

ク方式である｡

(4)う筑自動販売機との

共用部品が多く,サー

ビス性が良い｡

図柑 コカ コーラ向け日立権自動貝反売磯

日立セパレート カラーテレビ

放近のカラーテレビの需要傾向は生活様式の変化や普及率

の上井に伴って,多様化,個性化してきたが,この号需要傾向

に対処し,カラーテレビ需要の新しい分野を開拓するための

乍く新しい商品としてセバレmト カラ【テレビを開発した

(図Il)｡セパレ∽ト カラ】テレビとは,.呪在のカラーテレビ

をl吹條表ホ部(デイス7ハレイ郎)と操作部を含む放送′乏†言郎(レ

ンーーバーー部)に2分1判し,それぞれ独立した製品とし,f‖二7_川i】

を7mの特殊ケーブルでコネクタ接続したものである｡また

このテレビは,L叫【rliから離れた観視位置でi選局をはじめすべ

ての上弼節が確′実に,しかも精密に有線リモートコントロ”ル

図9 フ令凍用密閉小形冷凍弓幾 図Il日立セパレートカラーテレビ

(形式200H2-FL) (ディスプレイ CY-633D形,レシーバー

カラーテレビとして悼

J召できるほか,コンパ

クトで脱個′性的なデザ

インであるのでイ ンテ

リアとの融合惟に苗み,

またHi-Fi音響機器(ス

テレオ,テープデッキ)

やビデオ機器(EVR,

VTR)に接続できるな

ど大きな持氏を持って

いる｡

CY-133R形(左手前)
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ヨーロッパマルチ方式白黒テレビ受信機(F-54M)

世界各国には,種々なテレビ放送方式がある｡特に異なった

テレビ放送方式を抹梢してし､るのが,フランス,ベルギーで

ぁる｡ヨーロッパは大陸続きのため,隣接する凶々のテレビ

放送もノ受信可能なセットが望ましい｡今回,日立製作所が開

発したヨ【ロッパマルチ方式白黒テレビは,フランスのテレ

ビ放送方式をベースに,ヨーロッパ標準テレビ放送方式,ベ

ルギーテレビ放送方式のすべてのチャンネルを,簡単な切換

えにより′受信可能にしたものである｡また機柁の多様化を図

り9形～14形までのラインアップを耳丈りそろえた｡

図12は･受イ1i一言‾叶能な地i或を,図柑は代表的な機柏F-54Mをホ

したものである｡

イギリス

ロン

パリ0

フランス

リヨン○

ツールーズ

スペイン

オランダ

西ドイツ
＼

ルタセン

フルグ

スイス

マルセイユ

東

ドイツ

オーストリア

イタリア

図12 受信可能地土或

＼

図13 ヨ一口ッ/ヾマルチ方

式白黒テレビ受信機

(F-54M)

22形1‖)度偏向日立カラーテレビ CB-930

日立製作所では,デラックスで大画i‾自i志l‾こ-jの需要にこたえ,

19形,20形機種の買曹需要として最適な22形110度偏ド小豪華ロー

ボ【イタイプ日立カラーテレビCB-930を発売した(図14)｡斬

り臼発の角形大画面22形110腔偏向カラーブラウン管の採川で,

従来の22形に比べ明るさを50%以上,画心有効血相は23%大

き くなっている｡

これにより,110度偏向機種が,16形から22形までそろい,

機種系列が充実した｡

CB-930のおもな特長は‾F記のとおl)である｡

(1)色むらの少ない定評あるマルチレンズ製法による新【iH党

22形110J空偏向ブラウン管を採用した｡

(2)周囲の明るさにより,2f那皆に設定できる新開発｢2招

ド皆自動画像調節装置+を採用した｡

(3)1宝波状態の悪いと

きでも,見やすい画條,

好みのi巾j質が得られる

新開発｢輪郭補正回路+

を採用した｡

(4)22形で,135W(予

熱時8W)の低消費電力

で済む｡

(5)高性能ICを大l帆二

使用した新開発高性能

シャシを採用した｡
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日立オールチャンネルLo-Dステレオ

すべての4チャンネル方式のレコードが演奏できるオール

4チャンネルLo-Dステレオ,S-4D形,S-65D形,ほか‥連の

シリーズを朋党した(図15)｡

(1)高性能のチューナは,イージチューニングの採用によI),

だれでも谷韻にひずみの少ない′乏イ■告ができる｡

(2)新関先のCD-4復調器は,誤動作や異常音に強い｡

(3)S-55D形には,2チャンネル丁小Ij時の出力が,2倍以上にな

る新‾方式"BTLk棚各-'(Balanced Transformer Less Girc-

uit)を採川している｡業界では初めての本格的なBTL採用

セパレート ステレオである｡

(4)s-4D形(図15)のデザインは,インテリア モデュールと

称され,センタボックスが二つに分かれる新設計である｡ま

たS-づ5D形は巾丁字なデザインであり,特徴のあるリア スビー

カボックスが滋華さを加えている｡

匡】15 オール4チャンネルLo-DステレオS-4D形

高級カセットデッキ

従来,カセ･ソトテープレコーダはテ【プ適性が迎いこと,

テープ】1jhiが狭いこともあって,オープンリ川ルー(のテ川プレ

コーダの性能:を柑ることは不‾可能とされていた｡二れに挑(ち

ょう)戦し開発されたのが超高性能カセットデッキD-4500で

あり(図16),オープンリール式デッキに匹敵する性能を持っ

ている｡このデッキのおもな特徴は下記のとおりである｡

(1)録音･再生用として,それぞれ独立したギャップを持つ

デュアルギャップヘッドを新たに開発し,カセットデッキと

して初の3ヘッド化に成功した｡このため低J威から高城まで

伸びた比類ない周波数特性を持っている｡(2)テープ駆動方

式にはデュアルキャプスタン方式を採用し,各回転部品の精度

を極限まで追及すると同時に,新たに低振動,低トルクむら

のカップモートルを開発して採用した3モートル方式とし,

超低ワウ･フラッタ(0.09%RMS､0.045%WRMS)を実現し

ている｡(3)テープレ

図14 22形l】0度偏向ICトランジスタ 図16 超高性能カカセットデッキD-4500

式日立カラーテレビCB-930

コーダで1世界初の位相

ひずみの概念を取り入

れ,原音に忠実な波形

を再生する低位相ひず

み回路(LPDS)を開発

採用している｡

(4)ダブルドルピー回路

を採用し,S/N比の改

善を行なっている｡
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2ドア霜なしホワイトフリーザー形日立冷凍冷蔵庫

日立製作所は,48年度目【技新形冷蔵J卓として36機杵を発売

したが,このうち有効内容横140～400ほでの21機椎を2ドア

;指なしホワイトフリーザー形冷凍冷蔵庫とし,バラエティに

詰んだ機椎構成とした｡有効内容栢141J,157J,170Jのもの

が主力製品であるが,このシリーズを昨年の10機械から16機

椎へと印し,顧客の帖広い要求にこたえることができるよう

配慮した｡主力製品は,主力機種採用4年めの霜なしホワイ

トフリーザーに加えて,フリーザーの内側にホームフリージ

ングに低利なたなを設け(フリーズコーナー),さらに使い方

に応じて,フリーザー温度が変えられるフリーザ【切換スイ

ッチを新設した｡このほか,

次のような特士童を持つ機穐

も発売し好評を博した(図

17)｡

(1)ドアをあけないで冷水

が手軽に飲める冷水器付｡

(2)フリーザー温度をレバ

ーで調節できる手動ダンパ

方式｡

(3)冷蔵室への循環風量を

自動的に調節する節電形サ

ーマルダンパ方式｡

(4)自動製氷機の付いたサ

イドパイサイド形｡

図17 日立冷凍冷蔵庫R-203D

低騒音ウインド形ルームエアコン

騒音については条例などによって規制が強められつつある｡

日立製作所は.先に日立セパレート形ル【ムエアコンにおい

て,ドリーム回路(室内側)および吸乞t冷却方式(室外側)によ

る偵娼妓普ルームエアコンを市販し,好評を博Lてきた｡

これに引き続いて,ウインド形においても室内側には水平

循環方式を,室外側には特殊シロッコフアンとダブ/レディス

チャージ方式とによる吸気冷却方式をそれぞれ採用し,さら

に圧縮機を二重防音するなどによって,｢冷房静+ノッチで室

内側39ホン,室外側43ホンというきわめて静かなルームエア

コンを開発した｡そして,これを48年度市販の1,800kcaりh,

およぴ2,240kcal/bクラスの主力8機種に採用し,超静粛冷

房ができる日立ウインド形ルームエアコンとして注目を集め

た(図18)｡

区‥8 イ藍騒音日立ウインド形ルムエアコン

RA-225D形

ヒートポンプ式日立ルームエアコン

ヒートポンプ式ルームエアコンは夏季には冷房運転を行な

い,冬季にはスイッチを切r)換えるだけで簡単に暖房運転が

できるため,市場においての要望が強く,昭和48年度よりセ

パレート形を主にヒートポンプ式機種を発売し好評を博してい

る(図19)｡

ヒートポンプ式ルームエアコンは他の暖房機に比較して以

下に示すような数々の特長をイ商えている｡

(1)スイッチーつの操作で夏季の冷房と冬季の暖房が簡単に

切り換え使用できる｡

(2)1台の装置で夏冬兼用でき,稼(か)動率の高い製品であ

る｡

(3)火気を使用しないので,火災に対する安全性が高い｡

(4)空与-ほ熱源としているので,燃焼による煙,ガス,すす

などの発生がなく,清潔な暖房ができる｡

(5)壁掛形は冷房時は上吹出し,暖房時は下吹出し方式を採

用している｡

(6)床置形は冷房,暖房のほかに,除湿もできる文字どおり

のオールシーズン形である｡

⊥◆i

■響く

頚:一 図19 日立壁掛形ヒ

ートポンプ式ルーム

エアコン(RAS-255H)

節約とソフトな仕上りを追求した洗濯機

｢新く青空〉シリーズ+

日立全自動洗濯機 洗濯後,直ちに脱水し,すすぎ時間を短

縮して,従来機に比べて洗剤,水,電力を約3割節約した｢節

約サイクル+を全機種(9機種)に採用した｡

また布をJlんわりと仕上げ,静電気を押えるソフト仕上げ

剤をすすぎの終わりに,自動的に洗濯槽(そう)に入れる｢ソ

フト仕上げ剤自動注入器+,干し忘れや脱水したくない洗濯物

のしわを押える｢脱水停止切換スイッチ+,黄ばんだ下着など

をまっ自に仕上げる音票自剤の注入口を設けるなどの特長を採

用し,一段と機能の充実を図った(図20)｡

ニ格式洗濯機(図21)泡(あわ)だてずに注水できるパネル給

水方式とワイドな溢(いっ)水口を全機種に採用し,それによ

りすすぎのスピードアップと節水を図った｡さらに,狭い団

地などでも楽にはいれるよう従来機より据付面積を10%縮小

した薄形化,外わく下辺のさびを追放したプラスチックベー

スなど,数々の特長を採用した｡

濾‾‾御母1製三晶
図20 日立

全自動洗濯機

RF一柑00形

匡121 日立

二槽式洗濯1幾

PS一了了00形
､i
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大形浅井戸ポンプのシリーズ化

近年,-ツー般｢家庭の生活水準のl叶I二とともに,水の使用量が

増大してきていることおよび地価の高騰に伴う`家屋構造の高

層化傾向などから,｢家庭用井戸ポンプも大形化､高揚程化が

要求され,需要が急,哨の傾向にある｡日立製作所はこれらに

対処すべく,モートル出力400W,750Wの大容量大形浅井戸

ポンプ6機種を昭和48年8日より発売した(図22)｡

おもな特長は次のとおりである｡

(1)押上げ高さ16m:一般`家庭,アパートの高層化や揚沸か

し器など水圧利用機器に対する利用範囲の拡大｡

(2)吸上げ高さ8m(400W):キャビテーションの影響のない

安定した揚水性能が得られる｡

(3)画期的なマグネッ

スイ ッチを採用｡

(4)400Wは日本工業規

格(JIS)に規定された

品質を有する｡

また,750Wも400Wと

同様の製造工程で作ら

れる安定した品質の製

品である｡

ト利用による高信束副生.長寿命の圧力

ぶだだ頭呼照㌢ご㍗

■■

､転
札､こ斗
撃､:)

図22 400W自動式浅井戸

ポンプWT-P408形

新シリーズ電子レンジ申開発

日立製作所は近年,電子レンジの普及率の向上に伴い,顧

客の多様化,需要の増大に対応できる新形電子レンジの開発

を行ない発売した｡すなわち,MR-400S,MR-600S,MR-

600Fの計3機種シリーズ化を図I),新形マグネトロン2M141,

2M161を採用,狭い台所,冷蔵J車上での使用に便利なようオ

ーブン容積以外のコンパクト化を行なった設計である(図23)｡

,これらにより従来品より,製品体積では15～23%小さく,
重量では17.5～20.5%軽いj製品となっている｡新方式と

して食品の仮置き用スライドプレートの設置,初i且ダイヤル

式加熱時間早見表の設置などにより使い勝手の向上を図l)新

しい特長とした｡

消費電力も,出力400Wクラスで8.1A,600Wクラスで11.2

Aと経済性を考慮した高効率設計である｡

脚脚攣

tl■

図23 コンパクトシリーズ日立電子レンジ

MR-600F形(左)MR-600S形(中)MR-400S形㈲

90

生活と家庭電気品 目立評論 VOL.56 No.1

電子パネルヒーターのシリーズ化

有害ガスの発生や火災の危険の生じない暖メカ器具としてパ

ネルヒーターの需要が増大してきた｡日立製作所では自己f止性

を自動的にコントロールする働きを持つイ滋器半額休ヒーター

を独自に採川しているが,絹途の多様化に伴い,新たに2機

椎を追加し,シリーズ化を図った｡おもな特土主は次のとおり

である｡

(1)従来の標準タイプ900Wは4.5～6畳用とし,新たに6～

8畳のJ有礼 応接脚r-】きとして1,200W,また勉強部屋などの

′ト部屋向きとして510Wを発売した｡用途,広さに応じて迷べ

る(図24)｡

(2)磁器半噂休ヒーターの働きにより,毛布などをかぶせた

l),誤って転倒した場合でも発火の危1劉生はない｡また雉燃

性のコードおよびじょうぶなプラグを使い,全体的に安全性

も高い｡

(3)表面にアルミパネルを使用しているので軽量で移動に低

利で,かつ過熱性に富んでいる｡

■
t
l
t
l
t
l
l
▲
r

-..1J】･ 図24 右から電子

ノ〈ネルヒーター

VM-500E形

VM-1010E形

M-1200E形

園芸用関連機器の充実

近年,家庭電気品もかなりの普及率となり,顧客の志向も

インテリアからエクステリアへと移l)つつある｡

日立製作所はこれらに合わせ,芝生を広々ときれいに刈込

みができる電気芝刈機を発売してきたが,わが国の庭園は飛

び石や植え込みなど複雑な起伏が多く,従来の電気芝刈機だ

けではどう しても刈り残しができたり,′ト回りがきかないな

ど,すべての機能を同時に満足できなかった｡

48年度からは複雑な形二状の庭での芝生の刈込みだけでなく,

植え込みや生垣(いけがき)の新芽の努(せん)走もできる園芸

バリカンを開発し,家庭園芸愛好家の需要に応ずるべく園芸

用関連機器の充実を図った(図25,26)｡ニれらの機器は園芸と

いうイメージにでナった園芸店(園芸ルート),金物店(金物ルー

ト)を通じ発売している｡

攣り
r
g`′ふ〆

図25 日立電気芝Xlj機EM-了A形 図26 日立園芸バリカンEM-3形
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家庭用日立温水ボイラー

家庭用～且水ボイラーの普及に伴い,機種の充実と多様化が必

≠百(す)となり,次の製品開発,シリーズ化を完成した｡

(1)灯油焚(だ)きボイラーでわが国最初のFF(強制給排気)方

式を採用した温水ボイラーBQ-250FF形を開発した(図27)｡

そのおもな特長は二大のとおりである｡

(a)′ト形で据付スペースが′トさい｡また,わき上りが早い｡

(b) 3段階燃焼方式のバーナーを使用し,低騒音である｡

(C)FF方式のため室内設置の場合,室内の空気が汚(よご)れ

ない｡

(d)熱‾交換器はグラスライニング処理とラ充電ド方食の採用で,

長寿命かつ,清i繁な揚を供給できる｡

(e)屋外用カバーの取付けに

より.屋外設置も可能である｡

(2)拙付エー事省力化のため,

熱出力20,000～50,000kcal/h

について,白星外設置形ボイラ

シリーズ(5機種)を完成した｡

(3)標準形として,熱出力

20,000-40,000kcal/hについ

て,九形デザインの格安形ボ

イラシリーズ(5機稚)を完成

した｡

l--･･-1

図27 日O-250FF形ファミリー

ボイラー

家庭用日立温水放熱器

住宅用セントラルヒーティングの普伎性が高まるとともに､

fふt水放熱器に対する機托の充実と多様化が要求されつつある｡

日立製作所はこの要求にこたえるため,従来の床置形温水

放熱器ルームヒートシリーズに加え,昭和48年度は,デラッ

クスルームヒートシリーズ(熱出力1,500～3,000kcal/h,6機

種)を中心に4シリーズ完成した(図28)｡デラックスルームヒー

トは,宅温および揚塩をサーミスタ(感熱素子)で検知し,そ

の信号によ-)サイリスタを作動させ,送風機電動機を流れる

交流電流を増減することにより,送風機の回転数を無段階に

自動的に変速し,常に理想的な室温制御を行なう自動温度調

節装置を組み込んだものである｡その他,要は冷房,冬は暖

房を行なえる本格的な家庭用フアンコイルユニットシリーズ

(熱出力2,000-4,000kcal/h,6機種),設置スペースをとら

か-壁掛形ルームヒート(熱出力2,000kcal/h,1機種),自然

対i充によるやわらかい

暖房を行なう屑･室向け

デザインのデラックス

コンペクターンリーズ

(熱出力1,300～2,000

kcal/h.2機種)を完

成し,家庭用～温水放熱

器シり-ズを弓卓=とした｡
馴～も

図28 デラックスルームヒートFU-40HS

住宅用設備ユニット

住宅の高層化につれ給排気システムが問題になる｡今回,

工ダクトを燃焼および生活給排気システムに採用した設イ備ユ

ニットを東京瓦斯株式会社実験住宅に納入した｡このユニッ

トはキッチン,サニタリー,ユーティ りティおよび搬送ユニ

ットから成るブロックシステムを採用している｡温風床暖房

方式や温水式衣類乾燥機を組み込んだランドリーユニットな

どの新しい試みは工ダクトシステムとともにユニークなものある｡

一方,住宅のプレハブ化頚ポ可上,屑･住スペースを粗害しない設

備機能:の桝大などをめぎし,ホームメカと呼ばれる出窓形式

の外装ユニットをミサワホーム株式会社と共同開発した｡こ

のユニットはrll窓に空調機器を組み込んだものであるが,さ

らにサニタリー,キッチン,ユーティリティーなど機種の増

加および外壁の‥

部を構成する大形

ユニットの開発に

も着手している｡

図29は開発したホ

ームメカの外観で

ある｡

図29 試作ホームメカ

日立温風暖房器(ガス式,石油式)シリーズ完成

‾最近,住宅の高層化,高密閉度化などの生活環】尭の変化,

採暖時の室内空気汚染に対する意識の変化により高度な安全

性の追求,据付工事の簡略化などの理由により,屋外給排気式

i温風暖房器が注目されている｡

昭和47年,ガス式｢日立パルヒーター+1機種を発売し好評

を得たが,昭和48年性シーズンにはこれを4機種に拡充し,

さらにオ了油式2機椎を開発､ここに日立i温風暖韓器シリーズ

を完成した(図30)｡ガス式には口火安全装置ほか,石油式に

にも幅広く自動化が図られている｡新築,既築を問わず種々の

にも帖広く自動化が図られている｡新築,既築を問わず種々の

据付条件に応ずるため,据付用応用部品も豊富に準備されて

し､る｡

甘

図30 日立温風暖房器ガス式GH-301形(左)と石油式Kト十50FF形

91



FRPバックアップアクリルマーブル トップ洗面化粧台
の開発

近年住宅設備器機の多様化,高級化に伴い,従来の陶器洗

面器から,収納機能とインテリア一家具的要素を備えたキャビ

ネット形洗面化粧台の需要が急速に伸長している｡この期に

日立化成工業株式会社においても陽極酸化皮膜処理トップ,

鋼板ホーロートッ70,FRP(ガラス繊維強化プラスチック)に

よる注形人造大理石トソプ,機械成形によるSMCトップと種

々開発し好評を得ている｡ここで新たに,連続キャスティング

製法によるマーブル模様入りアクリルシートの真空成形にFRP

バックアップ法によるトップの洗面化粧台(WAP-75)を開発

した(図引)｡主仕様は,間口75eIn奥行50cm洗面台高さ27c叫

木製フラッシュ構造キャビネット,ポリエチレンブロー成形

ウレタン注入扉(とびら)

小物収納棚(だな)付,

コンセント付,i易水栓

(せん)付および音昆合水

栓付の2機種,トップ

色相は,グリーン/ホワ

イト,ゴールド/ホワイ

トの2機種がある｡

図31FRPバックアッ

プアクリルマーブル

トップ洗面化粧台

サンワ東京ビルの照明

千代田区大手町の皇居に面して,サンワ東京ビルが48年11月

完工した｡銀行営業室,事務室をおもな用途としているこの

ビルは,延べ床面積94,541m2,地下4階,地上25階から成り

高さは地上99.62mである｡事務室のモジュールは3.15mX3.15

mとなっており,この部分にけい光灯40W2灯下面開放(将

来3灯周に可能)を4台配列したシステム天井方式で,約9,500

台を納入した｡この照明器具の特長は,器具反射板の上部に

空調リタンエアのためのスリ
ットを設け,これは火災時の排

煙にも利用される｡さらに一般のビル照明と比較して,ラン

プを深く埋め込み,ランプによる直接の不快グレアを防止し

ている(図32)｡

納入体制においてもコンテナ方式を採用し,省力化のため

に努力した｡

図32 サンワ東京ビル

システム天井による

事務室の照明
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用途に合わせ組み合わせる日立ユニットシャンデリア

シャンデリアを直付形本体,つり具および光源部分のシー

リングライトに分けてユニット化し,顧客の要望に応じてこ

れらを組み合わせ,直付形シャンデリア,つり下げ形シャン

デリアにできるようにした｡直付形本体は3,4灯用とし,

これと組み合わせるつり具はコードつり具,パイプつり具の

2種類がある｡光源部分のシーリングライトは図33のような

和風形のほかに洋風形があ暮),ランプはけい光灯と白熱灯が

ある｡シーリングライトと本体の取付け,本体とつり具の取

付けは､それらをはめ合わせ回転するだけで電気的にも機械

的にも結合するようになっている｡このユニット化により従

来のシャンデリアに比較し,流通経路が合理化苧れ顧客の要

望に即応できる利点がある｡

4灯用直付本体

■■】■

∠

′､妄′

璧夢
シーリングライト

3灯用直付本体

首コード
パイプ

吊具 吊具

照:声無
∠

組合せた

シャンデリア

図33 ユニットシャンデリア

ソフトシリカ電球の開発

臼_､上製作J叶が臼]内で初めて開発したガラス球への静電塗装

技術を採川して,光の拡散性を良くした白色拡散形電球(商

品名:ソフトシリカノ屯球)を製品化した(図34)｡

二の′l･E球は,光の拡散性を良くするため白色微粒のシリカ

粉末を肝i生させ,静電気の力でガラスj求内面へ均一一に付着さ

せたもので,次のような持氏を持っている｡

(1)｢まぶしさ+がこれまでのフロストタイプ電球の%以下で

ある(当社比)｡

(2)光色がソフ

ている｡

日立製作所は,

卜で明るく感じるので,装飾用としても適し

すでにこれまでのフロストタイプ電球は,

全面的にソフトシリカへ切

り香えている｡今後国内で

の一般照明用電球の主i充と

なるものである｡

囲34 ソフトシリカ電球




